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主
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きらりとひかる田園都市みさと

論点

問　

こ
の
条
例
を
つ
く
る
に
あ

た
っ
て
、
三
郷
市
で
は
ど
の
よ
う

な
被
害
が
あ
っ
た
の
か
。
調
査
な

ど
は
行
っ
た
の
か
。

　
　

ふ
だ
ん
か
ら
密
接
な
連
携
を

図
っ
て
い
る
吉
川
警
察
署
の
調
べ

で
は
、全
体
と
し
て
は
犯
罪
被
害
、

犯
罪
認
知
率
が
徐
々
に
下
が
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
が
、
振
り
込
め

詐
欺
に
つ
い
て
は
、
年
々
被
害
が

増
え
て
い
る
。
平
成
27
年
に
は
14

件
、
被
害
金
額
が
約
２
６
０
０
万

円
だ
っ
た
の
が
、
平
成
30
年
に
は

37
件
、
約
４
８
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

ま
ず
は
条
例
を
つ
く
り
、
市
民
な

ど
と
一
丸
に
な
っ
て
犯
罪
を
減
ら

し
て
い
き
た
い
。 

　
　

第
８
条
第
２
項
に
「
相
談
等

を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設

置
す
る
」
と
あ
る
が
、
設
置
場
所

は
。

　
　

交
通
防
犯
課
に
お
い
て
総
合

窓
口
を
設
置
し
、
担
当
部
署
に
つ

な
い
で
い
く
。

〈
内
容
〉

　
市
全
体
で
振
り
込
め
詐
欺
被
害

の
防
止
や
被
害
者
を
支
援
す
る
た

め
の
必
要
な
事
項
を
定
め
、
安
心

か
つ
安
全
な
生
活
の
確
保
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

▽
本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
等

で
の
市
民
の
意
見
は
。

　
　

６
件
の
意
見
提
出
が
あ
り
、

主
な
内
容
と
し
て
は
、
被
害
防
止

の
啓
発
に
関
す
る
手
法
に
つ
い
て

の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
　

埼
玉
県
内
で
の
条
例
の
制
定

状
況
は
。

　
　

県
内
で
は
、
三
郷
市
が
初
め

て
の
条
例
制
定
と
な
る
。
全
国
で

も
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
３
番
目
で

あ
る
。

３月定例会

３/１〜25

３月定例会には、市長か
ら「三郷市振り込め詐欺
等の被害防止に関する条
例」など19議案が提出さ
れ、原案どおり可決しま
した。

わ
た
し
た
ち
で
防
ご
う
！
振
り
込
め
詐
欺

議
案
第
８
号　
三
郷
市
振
り
込

め
詐
欺
等
の
被
害
防
止
に
関
す

る
条
例

問

問問

問 答答

答答

●「振り込め詐欺」市内の被害状況（※吉川警察署調べ）
被害件数 被害金額

平成27年 14件 2,626万円
平成28年 19件 4,415万円
平成29年 21件 4,549万円
平成30年 37件 4,868万円

（※平成30年：暫定値）
被害件数及び被害金額は年々増加している。

交通防犯フェアで決起大会

３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、特
に
市
民
の
方
々
に
関
連
の
深
い
議
案
が
、ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た
か
、そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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論点

　
　

窓
口
で
は
、
金
銭
的
な
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
電

話
に
よ
り
恐
怖
感
な
ど
を
持
っ
て

し
ま
っ
た
か
た
の
心
の
被
害
に
つ

い
て
相
談
で
き
る
の
か
。

　
　

犯
罪
予
兆
電
話
で
恐
怖
感
を

持
っ
て
し
ま
っ
た
か
た
な
ど
メ
ン

タ
ル
的
な
相
談
や
、
心
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
福
祉
の
総
合
窓
口
と

連
携
を
図
る
。

　
　

交
通
防
犯
課
と
消
費
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
。

　
　

ど
ち
ら
で
相
談
を
受
け
て
も

連
携
し
て
対
応
を
行
う
。

　
　

相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
市

民
な
ど
に
は
ど
の
よ
う
に
周
知
す

る
の
か
。

　
　

市
民
な
ど
へ
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
活
用
し
、
積
極
的
に
行
い
た

い
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の

審
査
内
容
を
報
告
し
、採
決
の

結
果
、全
議
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

問問 答答

「市民等の責務」
１、　�市民等は、被害防止のための学習の機会を主体的かつ

積極的に活用し、被害防止に自ら努めるものとする。
２、　�市民等は、市が実施する被害防止に関する施策に協力

するとともに、事業者が市民等に対し被害防止に関す
る注意を喚起したときは、これを踏まえた上で、適切な
行動をとるよう努めるものとする。
（三郷市振り込め詐欺等の被害防止に関する条例一部抜粋）

三郷市PR大使Mika+Rikaさんも被害防止を呼びかけ

市では通話録音機器を無料貸出中

▼「振り込め詐欺」パターンは4つ！
その１ 家族や警察官などに

なりすます　
電話で家族や警察官などになりすまし、交通事故や痴漢
行為、借金などのトラブルを解決しますと偽って、現金
を振り込むよう要求します。

その２ ありもしない
請求をする

インターネットの有料サイトの利用料や情報料、登録料
などの請求などをでっち上げ、はがきや電子メールを送
りつけ現金の振り込み等を要求します。

その３ 融資をだしに
お金をだまし取る

多重債務者の弱みにつけ込み「担保・保証人なしで高額
融資できる」、「多重債務を一本化します」などと偽りの
勧誘を行い、申込者に保証金や手数料など現金の振り込
みを要求します。

その４
医療費や税金の
払い戻しがあると偽り
お金をだまし取る

年金事務所や税務署、市役所の職員などになりすまし
「年金や税金の払い戻しがあります」などと偽って、コン
ビニやスーパーなどにある無人のＡＴＭに誘い出し、操
作をさせて現金を振り込ませます。

問い合わせ
⇒交通防犯課
　（犯罪被害者支援総合的対応窓口）：
　☎（930）7817
⃝三郷市消費生活センター
ところ：　市役所本庁舎２階
でんわ：　（930）7725
⃝吉川警察署
ところ：　上彦名114番地３
でんわ：　（958）0110

困ったときの
相談窓口

問答

「融
ゆう

資
し

保
ほ

証
しょう

金
きん

詐
さ

欺
ぎ

」

「還
かん

付
ぷ

金
きん

等
とう

詐
さ

欺
ぎ

」

「架
か

空
くう

請
せい

求
きゅう

詐
さ

欺
ぎ

」

「オレオレ詐
さ

欺
ぎ

」

◀�︎�︎65歳以上の
高齢者世帯
が対象
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きらりとひかる田園都市みさと

歳入区分 説　　　明
市 税 市民税、固定資産税など

国 庫 支 出 金 特定の事業に対して国から交付

市 債 市が長期にわたって借りるお金

県 支 出 金 特定の事業に対して県から交付

繰 入 金 基金からの繰り入れ

諸 収 入 学校給食納付金、雑入など

地方消費税交付金 県の地方消費税収入の中から交付

繰 越 金 前年度一般会計からの繰り越し

地 方 交 付 税 財政状況に応じて国から交付

そ の 他 分担金及び負担金、使用料及び手
数料など

市税
215億1,965万円
43.0％

国庫支出金
94億9,317万円
19.0％

市債
42億840万円
8.4％

県支出金
33億2,812万円
6.7％

繰入金
25億1,800万円
5.0％

諸収入
24億1,212万円
4.8％

地方消費税交付金
23億5,000万円
4.7％

繰越金
15億円　3.0％

地方交付税
8億1,000万円　1.6％

その他
18億6,054万円　3.8％

歳　入
500億円

　

３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
31
年
度
の

三
郷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
予
算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ

39
億
円
（
８
・
５
％
）
の
増
額
と
な
る

５
０
０
億
円
で
、
12
年
連
続
で
前
年
度

を
上
回
る
予
算
と
な
り
ま
す
。

　

議
案
を
く
わ
し
く
審
査
す
る
た
め
に

開
か
れ
た
、
総
務
・
市
民
福
祉
・
文
教

経
済
・
建
設
水
道
の
各
常
任
委
員
会
で

の
平
成
31
年
度
予
算
に
関
す
る
質
疑
・

討
論
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
500
億
円

～
12
年
連
続
で
前
年
を
上
回
り
、
事
業
を
拡
充
～
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平成31年度　一般会計・特別会計　予算審査概要

歳出区分 説　　　明

民生費 高齢者、児童、障がい者などの福祉事業
費など

土木費 道路や河川、公園整備など

総務費 防災や防犯、マイナンバーカード交付、
市税の課税徴収など

公債費 市債の返済金

教育費 学校教育費、「日本一の読書のまち」推進
事業など

衛生費 ゴミの収集や予防接種など

消防費 消火・救急活動など

その他 議会費、商工費、農林水産業費など

民生費
232億4,687万円
46.5％

土木費
61億7,515万円
12.4％

総務費
54億1,634万円　
10.8％

公債費
46億8,902万円
9.4％

教育費
43億3,555万円
8.7％

衛生費
27億2,928万円
5.5％

消防費
15億7,380万円　3.1％

その他
18億3,399万円　3.6％

歳　出
500億円

　我が国では、人口減少と少子高齢化により、多くの
自治体において、その対策が課題となる中、本市にお
きましては、若い世代を中心とした転入などがあり、
人口増加が続くとともに、企業進出も相次いでいると
ころでございます。
　本市の更なる発展に向け、平成31年度につきまして
は、最重点施策として 「災害に強いまちづくり」「拠
点整備」「国際色豊かなまちづくり」の３つを、また、
重点施策として「赤ちゃんから高齢者までの健やかラ
イフの充実」「学びとスポーツのまちづくり」「元気な
地域づくり」の３つを位置づけ、各施策を着実に推進
してまいります。
　今後におきましても、常にスピード感を持ち、市民
感覚と経営感覚を大切にしながら、 「ふるさと三郷 み
んながほほえむまちづくり」を進めてまいります。

木津雅晟　市長

平
成
31
年
度

施
政
方
針

※ 

３
月
定
例
会
初
日
に
市
長
か
ら
施
政

方
針
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ふるさと三郷
みんながほほえむまちづくり

◎災害に備えた河川改修・排水対策事業
　（大場川下流排水機場増強／雨水排水対策／下第二大場川の改修）
◎ 事前の災害対応力醸成事業
　（体育館エアコン整備／福祉避難所や災害備蓄品の整備／災害時情報発信／ブロック塀の安全対策）
◎（仮称）三郷流山橋の早期整備及びスマートＩＣ整備事業
　（三郷料金所スマートIC整備推進／地域拠点基盤の整備／まちづくり基本構想検討）
◎南部地域の拠点整備事業
◎みさと団地エリア多世代交流複合施設整備事業
◎ホストタウンとしてのギリシャ交流事業（キャンプ誘致、友好都市締結）
◎国際化に向けた人づくり事業
　（オリンピック・パラリンピック対応英語力の育成／市民大学の充実）
◎妊娠期から子育て期にわたるサポート事業
　（子育て支援ステーションの充実／未就園児等全戸訪問）
◎安心して働けるパパ・ママの応援事業（保育所等整備の推進／幼稚園預かり保育等の充実）

◆平成31年度の主な事業◆
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きらりとひかる田園都市みさと

　

す
こ
や
か
課
事
務
で
は
、
保
育

料
の
無
償
化
に
よ
り
保
育
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

認
可
保
育
所
の
公
募
の
際
に
は
、

無
償
化
に
よ
る
影
響
を
見
越
し
て

定
員
を
設
定
し
て
い
る
。
正
確
な

数
の
見
込
み
は
、
現
在
策
定
中
の

平
成
32
年
度
か
ら
を
計
画
年
度
と

す
る
「
み
さ
と
こ
ど
も
に
こ
に
こ

プ
ラ
ン
」
の
中
で
需
要
を
改
め
て

算
出
し
、
利
用
定
員
枠
の
確
保
策

を
立
て
て
い
く
。

　

生
活
保
護
事
業
に
つ
い
て
、
１

月
末
の
時
点
で
被
保
護
世
帯
は
１

９
１
７
世
帯
、
被
保
護
人
員
は
２

５
７
５
人
、
高
齢
者
世
帯
の
割
合

は
58
・
３
％
で
あ
る
。
傾
向
と
し

て
、
高
齢
者
の
受
給
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
扶
助

費
が
特
に
増
加
し
て
い
る
。

　

個
別
予
防
接
種
事
業
に
つ
い

て
、
成
人
男
性
に
対
す
る
風
疹
の

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
行
う
。

対
象
者
は
、
昭
和
37
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
40
歳
か
ら
57
歳
の
男
性

と
な
る
。
働
い
て
い
る
か
た
が
多

い
た
め
、
対
象
の
指
定
医
療
機
関

で
あ
れ
ば
、
市
内
に
限
ら
ず
日
本

全
国
ど
こ
の
医
療
機
関
で
も
抗
体

検
査
と
予
防
接
種
が
無
料
で
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
も

の
の
給
食
費
の
自
己
負
担
が
新
た

な
問
題
と
な
る
。
子
育
て
支
援
事

業
で
は
、
子
育
て
に
困
難
を
抱
え

て
い
る
家
庭
を
早
期
に
発
見
・
支

援
し
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

も
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
反
対
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
型
農
業
推
進
事
業
で

は
、こ
れ
ま
で
の
「
み
か
ん
」「
ぶ

ど
う
」「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」に
加
え
、

新
た
に
「
い
ち
ご
」
を
始
め
る
観

光
農
園
が
あ
る
。

　

市
民
大
学
事
業
で
は
、
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
関
連
し
、

市
民
の
か
た
が
、
外
国
の
か
た
へ

道
案
内
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
音
が
で
き
る
講

師
を
迎
え
英
会
話
講
座
「
み
さ

と
レ
ッ
ツ
！
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ

レ
ッ
ジ
」
開
催
を
考
え
て
い
る
。

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
事

業
で
は
、「
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
と
し
て
改
定
を
行
っ
た
。
日

本
語
版
に
つ
い
て
は
、
今
年
３
月

に
全
戸
配
布
し
、
外
国
語
版
に
つ

い
て
は
、
新
年
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
掲
載
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
討
論
と
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
は
、
消
費
税
増
税

を
見
越
し
た
予
算
を
前
提
と
し
て

い
る
点
や
、
地
球
温
暖
化
対
策
を

推
進
す
る
予
算
が
少
な
い
点
か
ら

反
対
す
る
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
車
両
・
救
急
車
両
機
器
整

備
維
持
事
業
で
は
、
圧
縮
空
気
泡

消
火
装
置
を
搭
載
し
た
化
学
消
防

車
を
購
入
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進

事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

　
討
論
と
し
て
、「
地
方
交
付
税

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
は
、
公

的
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
委
託
や
指
定

管
理
者
制
度
へ
と
転
換
を
せ
ま
る

も
の
で
あ
り
、
国
に
廃
止
を
求
め

る
べ
き
で
あ
る
（
反
対
）」
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
居
表
示
事
業
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。
三

郷
イ
ン
タ
ー
南
部
南
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
状
況
に
合
わ

せ
、
町
名
等
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
準
備
作
業
に
か
か
る

委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
。

　

消
防
団
維
持
事
業
で
は
消
防
団

の
仕
事
等
を
紹
介
す
る
動
画
を
作

成
し
、
市
内
各
企
業
に
伺
い
、
入

団
促
進
を
行
う
。

◆
常
任
委
員
会
の
審
査
概
要（
一
般
会
計
）

�

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

高
ま
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
策
方
針
を 操法訓練をする少年消防クラブ

子育て支援ステーションほほえみ

�

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

ふ
れ
あ
い
型
農
業
推
進

い
ち
ご
園
が
オ
ー
プ
ン

�

《
総
務
常
任
委
員
会
》

消
防
団
の
紹
介
動
画
を作

成
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そ
の
ほ
か
、
大
場
川
下
流
排
水

機
場
ポ
ン
プ
増
強
事
業
や
、
に
お

ど
り
公
園
の
改
修
事
業
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
三
郷
Ｉ
Ｃ
南

部
南
区
画
整
理
事
業
が
終
わ
ら
な

い
う
ち
に
、（
仮
称
）
北
部
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
お
り
、
反
対
す
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
、
道
路
台
帳
シ
ス
テ

ム
を
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
切
り
替
え

る
。
個
別
の
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
統

合
し
、
情
報
の
一
元
化
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
維
持
管
理
費
も
削

減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
確
保
事

業
は
、
10
件
分
で
５
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。
今
後
、
所
有
者

に
対
す
る
戸
別
訪
問
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
制
度
を
周
知

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

平成31年度　一般会計・特別会計　予算審査概要

�

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

道
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
を

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
切
り
替
え

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査

報
告
が
な
さ
れ
、討
論・採
決
の

結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

大場川下流排水機場

いちごの観光農園（鷹野４丁目）

　５つの特別会計予算は、各常任委員会で審査し、
本会議において可決しました。

特別会計予算平成31年度

国民健康保険

後期高齢者医療

公共下水道事業

上水道事業

介護保険

歳入歳出　145億3,520万円

歳入歳出　14億5,412万円

歳入歳出　50億5,697万円

支出　42億8,326万円
収入　37億5,980万円

歳入歳出　92億4,687万円

【保険者努力支援分は計上方法を変更】
　審査では、県から交付される保険給付費等交付金の保険
者努力支援分について、平成31年度は予算上、本来の部分と
分割して計上している部分もあり、減額となっているとの
ことでした。
　討論として、「今年度のみの減免経過措置が終了すること
で増額となる世帯が生まれる。一般会計からの繰り入れを
継続して保険税額の引き下げを求め、反対する」などがあり
ました。

【保険料軽減の特例措置の廃止による影響は】
　審査では、保険料軽減の特例措置の廃止によって影響を
受けるかたは、９割から７割軽減になるかたが3,255人、8.5
割から７割軽減になるかたが3,010人である。8.5割から７
割軽減になるかたは、国が補てんするため平成31年度は影
響がないとのことでした。
　討論として、「低所得者の保険料の特例措置を段階的に引
き下げる内容が含まれ、高齢者に新たな負担が押し付けら
れることになるため、反対する」などがありました。

【下水道事業の災害時対策】
　審査では、公営企業会計への移行について、近隣５市１町
は平成32年度から、県内では４市以上が移行済であるとの
ことでした。
　討論として、「一般財源を自治体の裁量によって繰り入れ
ができる、特別会計方式を継続すべきであり、反対する」な
どがありました。

【配水管整備事業の内容は】
　審査では、新年度の配水管整備事業は、管種変更が3.6km、
石綿セメント管の布設替が2.0km、早稲田地区の老朽管布設
替が1.0kmなどを予定しているとのことでした。
　討論として、「分担金は、収益的収入とするべきである。水
道料金に跳ね返る恐れがあり反対する」などがありました。
※ 上水道事業の収入・支出は、収益的および資本的収入・支

出の合計額です。

【徘徊高齢者対策としてＱＲコードシールを配布】
　審査では、認知症総合施策事業について、徘徊高齢者等Ｓ
ＯＳネットワーク事業委託として、衣服やキーホルダーに
つけて利用してもらうＱＲコードがついたシールを配布す
るとのことでした。
　討論として、「介護保険料の滞納により、給付制限のペナ
ルティを受けているかたが少なくないことから、反対する」
などがありました。
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
防
災
活
動
を
競
技
と
し

て
行
う
「
防
災
運
動
会
」
を
行
う
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
運
動
会
で
は
水
を

ボ
ー
ル
に
か
え
た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
、

毛
布
で
担
架
を
つ
く
り
負
傷
者
を
運
ぶ

ゲ
ー
ム
や
、「
防
災
ク
イ
ズ
」
等
が
行

わ
れ
て
い
る
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
、
防
災
は
今
や
生
活

の
一
部
と
な
っ
て
き
た
。「
楽
し
み
な

が
ら
行
う
」
こ
と
は
大
事
な
視
点
で
あ

る
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
防
災
力
向
上

の
た
め
、
様
々
な
世
代
が
参
加
で
き
る

防
災
運
動
会
を
行
う
こ
と
は
有
効
で
あ

る
。
例
え
ば
、
市
民
体
育
祭
の
競
技
に

防
災
競
技
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

市
長　

防
災
運
動
会
は
、
総
合
防
災
訓

練
を
補
完
し
、
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な

る
向
上
を
目
的
と
し
た
ひ
と
つ
の
手
法

と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
防
災

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
競
技
を
市
民
が

多
く
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に

取
り
入
れ
る
等
、
様
々
な
視
点
か
ら
検

討
し
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

環
境
安
全
部
長　

防
災
運
動
会
の
実
施

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、４日間にわたり16人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する
一般質問

質 問 議 員
鳴海　和美　　佐藤　睦郎　　村上香代子　　柴田　吾一
加藤　英泉　　柳瀬　勝彦　　佐々木　修　　野村　浩之
鈴木深太郎　　稲葉　春男　　佐藤　裕之　　渡邉　雅人
工藤智加子　　深川　智加　　佐藤　智仁　　菊名　　裕

防
災
運
動
会
の
実
施
は

議
員

環
境
安
全
部
長

に
つ
い
て
は
、
防
災
活
動
の
活
性
化
に

向
け
た
他
自
治
体
の
事
例
と
し
て
、
自

主
防
災
会
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
必

要
な
資
機
材
の
貸
し
出
し
等
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問　

子
育
て
支
援
問
題
。

議
員　

未
来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
が
、

家
庭
の
事
情
に
関
わ
ら
ず
、
健
や
か
に

育
っ
て
い
け
る
環
境
が
作
ら
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
離
婚
の
際
に
は
、
子

ど
も
の
幸
せ
を
最
優
先
に
考
え
、
養
育

費
な
ど
の
取
り
決
め
を
行
う
こ
と
が
望

ま
れ
る
が
、
十
分
な
話
し
合
い
を
し
な

い
ま
ま
協
議
離
婚
を
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
そ
こ
で
、
離
婚
後
の
子
ど
も
の
養

育
支
援
と
し
て
、
養
育
費
な
ど
の
取
り

決
め
の
意
義
や
具
体
的
な
方
法
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　

現
在
、
専
門
の
相

談
窓
口
は
な
い
が
、
子
ど
も
支
援
課
に

お
い
て
、
経
済
的
支
援
と
な
る
児
童
扶

養
手
当
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

申
請
受
付
、
就
業
支
援
と
な
る
母
子
家

庭
等
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
や
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
案
内
を
行

う
ほ
か
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
か
た
か
ら

の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
離
婚
後
の
子

ど
も
養
育
支
援
の
相
談
は
、
個
別
専
門

的
で
多
岐
に
わ
た
る
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
生
活
面
や
精
神
面
な
ど
の
支
援
に

つ
い
て
も
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
を

含
め
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

ま
ち
づ
く
り
問
題
。

子
ど
も
未
来
部
長

防災訓練の様子

そ
の
他
の
質
問

市
長

離
婚
後
の

子
ど
も
の
養
育
支
援
を
　

議
員

そ
の
他
の
質
問

みさと市議会だより  第177号
令和元年５月15日発行8



一般質問

議
員　

①
女
性
議
員
の
数
が
諸
外
国
に

比
べ
著
し
く
少
な
い
我
が
国
の
現
状
に

鑑
み
、候
補
者
男
女
均
等
法
と
も
言
わ
れ

る「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
昨
年
施
行
さ

れ
た
。自
治
体
の
責
務
が
明
記
さ
れ
て
い

る
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
男
女
共
画
参
画
プ
ラ
ン
は
目
標
年
度

が
平
成
32
年
度
と
迫
っ
て
い
る
が
、数
値

目
標
の
現
状
値
と
対
応
に
つ
い
て
。③
男

女
共
同
参
画
の
拠
点
施
設
が
必
要
だ
が
、

整
備
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

企
画
総
務
部
長　

①
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
、法

律
の
周
知
を
図
り
、関
心
と
理
解
を
深
め

る
よ
う
啓
発
を
行
う
。②
男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

プ
ラ
ン
の
数
値
目
標
値
に
つ
い
て
は
、市

の
審
議
会
の
女
性
委
員
や
市
役
所
の
係

長
職
の
女
性
の
比
率
が
、い
ず
れ
も
策
定

時
よ
り
は
上
昇
し
て
い
る
。ま
た
、女
性

相
談
件
数
も
増
え
て
い
る
。③「
配
偶
者

暴
力
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、今
夏
オ
ー
プ

ン
す
る
三
郷
中
央
に
お
ど
り
プ
ラ
ザ
に

ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、行
事
予
定

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、理
解
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

福
祉
政
策
。

議
員　

①
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
推
進

計
画
が
、実
施
よ
り
３
年
経
ち
次
期
計
画

の
策
定
が
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て
い

る
。当
初
掲
げ
た
重
要
施
策
の
進
捗
状
況

と
課
題
は
。②
学
校
プ
ー
ル
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、施
設
の
老
朽
化
対
策
や
先
生
が

た
の
働
き
方
改
革
、さ
ら
に
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
、学
校
プ
ー

ル
の
廃
止
と
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
を

検
討
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、本

市
の
考
え
は
。③
市
南
部
に
新
た
な
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
、防
災
機
能
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
を
兼
ね
備
え
た「
市
民
温
水

プ
ー
ル
」の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

学
校
教
育
部
長　

①
学
校
図
書
館
の
蔵

書
数
及
び
、１
か
月
の
児
童
生
徒
の
読
書

量
と
も
に
推
進
計
画
に
定
め
た
目
標
値

に
近
づ
い
て
い
る
。平
成
31
年
度
は
段
階

的
に
図
書
資
料
の
廃
棄
基
準
を
定
め
、さ

ら
な
る
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②
授
業
の
実
施
は
、学
校
の
教
員
が
指
導

計
画
の
立
案
と
評
価
を
す
る
必
要
が
あ

る
。ま
た
、民
間
の
プ
ー
ル
を
利
用
す
る

場
合
は
、移
動
時
間
が
必
要
と
な
る
た

め
、教
育
計
画
の
作
成
に
大
き
な
制
約
と

な
る
な
ど
、課
題
が
多
く
現
時
点
で
は
難

し
い
。

企
画
総
務
部
長　

③
導
入
す
る
機
能
の

規
模
や
敷
地
の
大
き
さ
を
考
慮
し
、検
討

事
項
と
し
て
情
報
収
集
し
て
い
く
。

議
員　

鉄
道
駅
よ
り
半
径
１
㎞
以
遠
、

バ
ス
停
よ
り
半
径
３
０
０
ｍ
以
遠
を
公

共
交
通
空
白
地
域
、ま
た
、路
線
バ
ス
30

本
未
満
の
地
域
を
公
共
交
通
不
便
地
域

と
し
て
い
る
。抵
抗
感
が
な
く
、無
理
な

く
歩
け
る
距
離
は
、健
常
者
で
３
０
０

ｍ
、高
齢
者
で
１
０
０
ｍ
、時
間
に
し
て

約
３
・
５
分
と
さ
れ
て
い
る
。市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、通
学
の
若
年
層
や

高
齢
者
、い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
ほ
ど
移
動

に
制
約
を
受
け
、高
齢
に
な
る
ほ
ど
将
来

の
外
出
に
不
安
を
抱
え
て
お
り
、通
勤

者
も
含
め
た
公
共
交
通
空
白
地
域
や
不

便
地
域
解
消
の
対
応
・
取
り
組
み
を
求
め

る
。ま
た
、彦
成
通
り
を
通
る
バ
ス
の
減

便
や
途
中
で
打
ち
切
ら
れ
た
路
線
の
復

活
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
考
え
る

べ
き
で
は
。

市
長　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、市
民
の
移

動
手
段
の
確
保
や
、利
用
者
目
線
に
立
っ

た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、

生
活
の
質
的
向
上
を
図
る
上
で
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。割
引
制
度
の
導
入
も
含

め
、地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
の

議
論
を
継
続
し
つ
つ
、他
自
治
体
で
の
事

例
等
を
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

ま
ち
づ
く
り
問
題
。三郷中央駅バスターミナル

日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
三
郷
推
進
計
画
や

学
校
プ
ー
ル
等
の
あ
り
方
は

公
共
交
通
不
便
地
域
対
策
と
さ
ら
な
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

議
員

そ
の
他
の
質
問

企
画
総
務
部
長

学
校
教
育
部
長

議
員

そ
の
他
の
質
問

三郷市には4人の女性議員が在職

企
画
総
務
部
長

議
員

市
長
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

今
年
夏
、「
に
お
ど
り
プ
ラ
ザ
」や

民
間
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
り
、

三
郷
中
央
に
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
創
出

が
期
待
さ
れ
る
。近
隣
住
民
や
駅
利
用
者

等
に
と
っ
て
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
高
架
下
は
飲
食

店
な
ど
の
商
業
利
用
に
限
ら
ず
雨
天
時

で
も
使
用
で
き
る
利
点
を
活
か
し
、ボ
ー

ル
遊
び
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
し
て
の

活
用
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、

オ
ー
プ
ン
型
宅
配
便
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

夏
に「
に
お
ど

り
プ
ラ
ザ
」や
民
間
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
伴
い
、高
架
下
の
有
効
活
用

は
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、宅
配
便

ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
は
沿
線
駅
で
も
整
備

が
進
ん
で
い
る
。駅
利
用
者
等
の
利
便
性

が
向
上
で
き
、荷
物
の
再
配
達
を
取
り
巻

く
社
会
的
課
題
の
解
決
や
環
境
負
荷
の

低
減
を
図
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
鉄
道
事
業
者
と
協
議
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問　

情
報
発
信
な
ど
。

議
員　

学
校
に
は
、勉
強
を
学
ぶ
と
同
時

に
、社
会
を
学
ぶ
と
い
う
役
割
も
あ
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
効
果
は
、子
ど

も
た
ち
な
り
に
、障
が
い
の
あ
る
子
の
サ

ポ
ー
ト
を
考
え
る
こ
と
や
、将
来
的
に
社

会
で
必
要
な「
共
生
」、と
も
に
生
き
る
と

い
う
こ
と
を
学
校
の
中
で
自
然
と
体
感

す
る
こ
と
に
あ
る
。現
代
は
、様
々
な
背

景
を
持
つ
人
た
ち
が
、互
い
を
理
解
し
合

い
な
が
ら
暮
ら
す
社
会
を
目
指
す
時
代

で
あ
り
、多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、子
ど
も
の
と
き
か
ら
、イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
、

と
て
も
重
要
と
考
え
る
。三
郷
市
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

小
学
校
・
中
学
校
の

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

教
育
長　

発
達
障
が
い
を
含
め
、障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。特
別
支
援
学
級
と
通
常
学
級
に
在
籍

す
る
児
童
・
生
徒
の
交
流
及
び
共
同
学
習

も
進
め
て
お
り
、運
動
会
や
部
活
動
、校

外
学
習
等
は
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後

も
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
支
援
を
保
障
す
る
た
め
、本
人
、保

護
者
と
十
分
な
教
育
相
談
、就
学
相
談
を

行
い
な
が
ら
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

夢
を
持
っ
て
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指

す
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

手
話
啓
発
支
援
。

議
員　

過
日
、高
松
市
の
丸
亀
町
商
店
街

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
を
し
て
き

た
。民
間
主
導
の
再
開
発
の
取
り
組
み

で
、良
き
成
功
例
と
考
え
る
。三
郷
市
の

商
店
街
の
振
興
と
再
開
発
に
つ
い
て
学

べ
る
こ
と
と
、商
店
街
活
性
化
の
た
め
の

方
針
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

高
松
丸
亀
町

商
店
街
の
取
り
組
み
は
、地
権
者
自
身
が

主
導
権
を
も
つ
民
間
主
導
の
再
開
発
事

業
で
あ
る
。今
後
、市
と
し
て
こ
の
よ
う

な
事
業
を
は
じ
め
、既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
た
既
成
市
街
地
や
商
店
街
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
様
々
な
事
例
を
調
査

し
、地
域
の
特
色
に
応
じ
た
開
発
手
法
の

研
究
を
進
め
、に
ぎ
わ
い
が
継
続
す
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

産
業
振
興
部
長　

市
と
し
て
商
店
街
を

活
性
化
す
る
た
め
、商
店
会
が
行
う
販
売

促
進
・
共
同
売
り
出
し
に
協
力
す
る
ほ

か
、個
人
商
店
な
ど
が
対
象
と
な
る「
三

郷
市
が
ん
ば
ろ
う
企
業
応
援
事
業
補
助

金
」、「
三
郷
市
き
ら
り
と
ひ
か
れ
起
業
家

応
援
事
業
補
助
金
」な
ど
の
各
種
補
助
制

度
の
実
施
や
、経
営
力
向
上
な
ど
の
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、制
度
融
資
を
行
っ
て
い

る
。こ
れ
ら
支
援
策
を
継
続
し
、よ
り
有

効
な
支
援
策
に
つ
い
て
、商
工
会
な
ど
の

関
係
機
関
を
交
え
て
、商
店
会
と
一
緒
に

検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

教
育
問
題
。

「
に
お
ど
り
プ
ラ
ザ
」や
ホ
テ
ル
オ
ー

プ
ン
に
伴
い
高
架
下
の
利
活
用
を

高
松
市
の
丸
亀
町
商
店
街
に
学
ぶ

市
内
商
店
街
の
振
興
と
再
開
発
は

高松市の丸亀町商店街

議
員

議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

教
育
長

そ
の
他
の
質
問

産
業
振
興
部
長

建設が進む三郷中央におどりプラザ
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三郷市斎場

で
、で
た
ら
め
な「
ば
ら
ま
き
」で
あ
る
。

複
数
税
率
に
伴
う
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
は
、

年
間
売
上
が
数
百
万
円
し
か
な
い
、消
費

税
免
税
事
業
者
に
新
た
な
税
負
担
と
事

務
負
担
を
課
し
、最
大
で
１
０
０
０
万
人

に
も
影
響
が
及
ぶ
。国
に
対
し
て
増
税
の

中
止
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

国
は
、過
去
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
時
の
経
験
を
踏
ま
え
、国
民
生
活
や

経
済
へ
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
各

種
対
応
施
策
を
講
じ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る

増
収
分
は
、す
べ
て
社
会
保
障
の
財
源
と

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、社
会
保
障
の

充
実
、安
定
化
が
期
待
さ
れ
る
。今
後
も

本
市
に
与
え
る
影
響
を
含
め
、国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

地
域
経
済
問
題
な
ど
。

議
員　

近
年
、医
療
費
の
伸
び
に
よ
り
財

政
を
ひ
っ
迫
さ
せ
て
い
る
状
況
の
中
、本

市
の
状
況
と
抑
制
策
は
。ま
た
、セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
は
医
療
費
抑

制
に
効
果
が
あ
る
の
で
は
。

市
民
生
活
部
長　

平
成
29
年
度
、国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
の
総
額
は
約

１
２
９
億
４
４
０
０
万
円
で
、１
人
あ
た

市
民
生
活
部
長　

ご
遺
族
が
手
続
き
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、各
申
請
の
窓

口
や
必
要
な
持
ち
物
な
ど
を
記
載
し
た

文
書
を
用
意
し
、市
民
課
に
お
い
て
死
亡

届
の
提
出
時
に
お
渡
し
し
て
い
る
。今
後

は
、よ
り
わ
か
り
や
す
い
案
内
が
で
き
る

よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載
内
容
を
見

直
し
、関
係
部
署
と
連
携
を
行
う
こ
と
で

不
安
の
解
消
に
努
め
る
。

福
祉
部
長　

ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
に

お
い
て
、ご
遺
族
よ
り
相
談
を
受
け
た
際

に
は
、各
種
制
度
に
精
通
し
た
相
談
員

が
、関
連
す
る
窓
口
へ
直
接
案
内
を
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

ご
み
問
題
。

議
員　

消
費
税
の
増
税
は
家
計
を
直
撃

し
、消
費
不
況
を
さ
ら
に
深
刻
に
し
、暮

ら
し
も
経
済
も
壊
す
大
増
税
で
あ
る
。低

所
得
者
ほ
ど
負
担
の
重
い
消
費
税
の
増

税
は「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」で
広
が
っ
た
貧

困
と
格
差
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
。増
税
必

要
の
立
場
の
学
者
や
経
済
人
か
ら
も「
こ

ん
な
経
済
情
勢
で
増
税
を
強
行
し
て
い

い
の
か
」と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、増
税
の
影
響
緩
和
と
す
る
政
府
の

景
気
対
策
は
、異
常
で
奇
々
怪
々
な
も
の

一般質問

議
員　

本
市
は
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
と

と
も
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
が
、亡
く

な
ら
れ
る
か
た
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
。大
事
な
家
族
や
大
切
な
人
が
亡
く
な

る
こ
と
は
大
変
な
悲
し
み
で
あ
る
。し
か

し
、必
ず
必
要
な
の
が
行
政
な
ど
の
手
続

き
で
あ
る
。亡
く
な
っ
た
人
の
性
別
、年

齢
な
ど
に
よ
っ
て
様
々
違
い
が
あ
る
が
、

税
金
、健
康
・
介
護
保
険
関
係
な
ど
の
手

続
き
や
年
金
、預
貯
金
、相
続
な
ど
で
、住

民
票
、戸
籍
謄
本
な
ど
、多
く
の
書
類
が

必
要
と
な
る
。そ
こ
で
、ス
ム
ー
ズ
に
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
、総
合
的
な
相
談
窓

口
と
し
た「
ご
遺
族
支
援
窓
口
」の
設
置

に
つ
い
て
伺
う
。

り
の
医
療
費
は
約
34
万
７
０
０
円
。加
入

者
が
減
少
し
て
い
る
た
め
総
額
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、１
人
あ
た
り
の
医
療
費

は
毎
年
増
加
し
て
い
る
。特
定
健
康
診

断
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を
は
じ

め
、健
康
づ
く
り
等
を
推
進
し
、医
療
費

削
減
に
取
り
組
む
。ま
た
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
割
合
が
、平
成
29
年
度

が
78
・
８
％
で
県
内
市
町
村
中
１
位
で
あ

り
、今
後
も
周
知
普
及
に
努
め
る
。

福
祉
部
長　

平
成
29
年
度
、後
期
高
齢
者

の
医
療
費
の
総
額
は
１
２
６
億
円
で
あ

る
。１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
約
88
万
円

で
、こ
こ
数
年
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、被
保

険
者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、総
額
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。複
数
回
に
わ
た
る
受
診

を
避
け
る「
適
正
受
診
」の
呼
び
か
け
や
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
原
則
使
用
な

ど
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

財
務
部
長　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
り
、納

税
義
務
者
の
税
負
担
の
軽
減
に
も
有
用

な
制
度
で
あ
り
引
き
続
き
周
知
す
る
。

「
ご
遺
族
支
援
窓
口
」の
設
置
を

消
費
税
増
税
中
止
を
国
に

要
望
で
き
な
い
か

ほ
っ
と
け
な
い
！
健
康
管
理
と

医
療
費
抑
制
の
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

議
員

議
員

そ
の
他
の
質
問

市
民
生
活
部
長

福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

市
長

議
員

福
祉
部
長

財
務
部
長

セルフメディケーション
対象商品のマーク
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きらりとひかる田園都市みさと

世
帯
に
対
す
る
日
常
生
活
支
援
の
必
要

性
は
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。ま
ず
は
、第
８
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
い
て
、65
歳
以
上
の
買
い
物
弱
者
に
関

す
る
問
い
を
充
実
さ
せ
、ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
。さ
ら
に
、地
域
住
民
を
主
体
と
し

た
協
議
体
に
お
い
て
も
、買
い
物
支
援
に

関
す
る
課
題
を
提
案
し
、具
体
的
な
事
業

の
検
討
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

視
覚
障
が
い
者
支
援

な
ど
。

議
員　

高
齢
化
に
伴
い
、耳
が
聞
こ
え
に

く
く
な
っ
て
仕
事
や
社
会
生
活
に
困
る

高
齢
の
難
聴
者
が
増
え
て
い
る
。し
か

し
補
聴
器
は
平
均
価
格
が
15
万
円
と
高

額
で「
高
く
て
買
え
な
い
」と
悲
鳴
が
あ

が
っ
て
い
る
。２
０
１
６
年
６
月
議
会
で

も
質
問
し
た
が
、市
長
は「
高
齢
者
の
補

聴
器
使
用
は
積
極
的
な
社
会
参
加
に
役

立
ち
、閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
」と
補
聴
器

の
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。東

京
都
内
で
は
23
区
中
８
区
が
独
自
の
補

助
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、県
内
で
も
実

施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。本
市
で
の

補
聴
器
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
ど

議
員　

買
い
物
弱
者
と
は
日
常
の
買
い

物
が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

人
々
を
指
す
が
、こ
う
し
た
方
々
は
現
在

全
国
で
７
０
０
万
人
に
も
の
ぼ
る
と
さ

れ
て
い
る
。本
市
に
お
い
て
も
商
業
施
設

が
近
隣
に
な
い
か
た
や
団
地
の
階
段
の

昇
り
降
り
が
つ
ら
い
等
の
理
由
か
ら
買

い
物
弱
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か

た
が
多
数
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。こ

う
し
た
方
々
に
対
し
て
経
済
産
業
省
発

行
の
買
い
物
弱
者
応
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

則
っ
た
方
針
、方
策
に
よ
っ
て
移
動
販
売

車
に
よ
る
買
い
物
支
援
な
ど
、今
後
様
々

な
形
で
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
部
長　

今
後
見
込
ま
れ
る
後
期
高

齢
者
の
増
加
に
伴
い
、単
身
世
帯
や
互
い

に
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
み
の

買
い
物
弱
者
の
支
援
に
つ
い
て

高
齢
者
へ
の

補
聴
器
補
助
制
度
の
創
設
を

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長　

聴
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
は
、周

囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り

に
く
く
な
り
、社
会
と
の
関
係
が
疎
遠
に

な
り
や
す
い
。高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、

よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確

保
は
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
す
こ
と

と
な
り
、閉
じ
こ
も
り
の
防
止
な
ど
に
役

立
つ
も
の
と
考
え
る
。既
に
実
施
し
て
い

る
自
治
体
の
事
例
等
も
含
め
、引
き
続
き

課
題
を
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

教
育
問
題
な
ど
。

議
員　

新
年
度
予
算
で
は
、ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
の
大
型
車
対
応
を
先
行
運
用
す
る
た

め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、運
用

さ
れ
れ
ば
大
型
車
の
交
通
量
が
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。今
で
さ
え
周
辺
道
路

は
大
型
車
の
通
行
量
が
激
し
く
、住
環
境

の
さ
ら
な
る
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
大
型
車
対
応
事
業
は
、都

市
軸
道
路
や（
仮
称
）三
郷
流
山
橋
の
供

用
に
合
わ
せ
て
運
用
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
大
型
車
対
応

事
業
に
つ
い
て
は
凍
結
・
延
期
を
求
め

る
。ま
た
、広
く
住
民
を
対
象
と
し
た
住

民
説
明
会
を
開
催
し
、周
辺
道
路
の
交
通

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

大
型
車
の
対
応
事
業
に
つ
い
て

調
査
や
環
境
影
響
調
査
も
行
っ
て
ほ
し

い
。

企
画
総
務
部
長　

現
在
、住
民
説
明
会
の

要
望
を
踏
ま
え
、水
戸
方
面
入
口
側
の
市

道
１
３
１
３
号
線
の
一
部
で
歩
行
者
と

車
道
を
分
離
す
る
安
全
対
策
等
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。大
型
車
対
応
事
業
は
、

周
辺
の
物
流
等
企
業
の
高
速
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
と
、大
型
車
が
市
内
道
路

を
通
行
し
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
渋
滞

緩
和
が
期
待
さ
れ
る
。ま
た
、「
フ
ル
イ
ン

タ
ー
化
」も
新
橋
と
の
同
時
供
用
を
目
指

し
、今
後
、近
隣
住
民
へ
の
影
響
等
を
考

慮
し
な
が
ら
国
等
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
、住
民
説
明
会
も
適
切
な
時
期
に
実

施
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

水
道
事
業
な
ど
。

三郷料金所スマートＩＣ

議
員

福
祉
部
長

議
員

議
員

市
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

企
画
総
務
部
長
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分
の
見
直
し
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。ま

た
、市
独
自
の
補
助
と
し
て
、民
間
保
育

施
設
に
勤
務
す
る
正
規
職
員
を
対
象
と

し
た
市
単
独
の
給
与
改
善
費
を
支
給
す

る
な
ど
、処
遇
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

子
ど
も
未
来
部
長　

③
年
１
回
、運
営
状

況
の
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、立
入
調

査
や
改
善
指
導
を
行
っ
て
い
る
。④「
三

郷
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、保
育
施
設
等
の
整
備
を
推
進

し
て
お
り
、31
年
は
４
月
１
日
時
点
で
28

施
設
で
あ
る
。⑤
公
立
及
び
民
間
保
育
施

設
の
す
べ
て
に
お
い
て
、３
歳
児
の
配
置

基
準
を
15
対
１
に
す
る
な
ど
の
公
定
価

格
上
の
加
算
認
定
を
取
得
し
、保
育
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

災
害
問
題
な
ど
。

議
員　

昨
年
３
月
議
会
答
弁
で
、「
契
約

遵
守
事
項
が
事
務
事
業
評
価
に
な
じ
む

か
ど
う
か
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。ど
の
よ
う
な
機
関

で
の
議
論
が
必
要
で
あ
り
、審
議
会
・
協

議
会
・
審
査
会
・
調
査
会
な
ど
は
あ
る
の

か
。ま
た
、公
共
工
事
に
か
か
る
繰
越
明

許
圧
縮
を
事
務
事
業
評
価
の
対
象
に
掲

げ
、積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
関
係
各
部

一般質問

議
員　

①
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、周

知
は
。②
食
材
費
や
送
迎
費
は
保
護
者
負

担
が
残
る
が
、市
独
自
の
負
担
軽
減
策

は
。③
認
可
外
施
設
等
へ
の
市
の
関
わ
り

方
と
支
援
策
は
。④
保
育
所
等
整
備
推
進

に
つ
い
て
、三
郷
市
の
計
画
と
保
育
施
設

数
の
推
移
は
。⑤
保
育
士
の
処
遇
改
善
と

し
て
、公
定
価
格
と
加
算
の
是
正
や
市
独

自
の
補
助
増
額
は
。

市
長　

①
10
月
か
ら
の
円
滑
な
事
業
実

施
に
向
け
、適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い

く
。②
副
食
費
等
の
補
助
に
つ
い
て
は

周
辺
自
治
体
の
例
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。⑤
今
年
度
、全
国
市
長
会
を
通
じ
て
、

国
に
対
し
公
定
価
格
に
お
け
る
地
域
区

保
育
問
題
各
方
面
へ
の
対
応
は

議
員

子
ど
も
未
来
部
長

♦議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページ又は、市役所内の市
政情報コーナー、図書館などで「会議録」を閲覧
することができます。なお３月定例会の会議録
は５月下旬に更新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か月を目

安に、ホームページにてＰＤＦ形式で公開し
ていますので、ご覧ください。

URL　http://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html

三郷市議会　会議録 検索

署
に
指
示
す
る
こ
と
を
願
う
。

市
長　

本
市
の
事
務
事
業
評
価
で
は
、特

に
審
議
会
等
の
機
関
は
な
い
。事
務
事
業

評
価
の
本
質
は
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
、

事
業
の
成
果
や
効
率
性
を
高
め
る
よ
う
、

自
ら
改
善
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
そ
の
あ

り
方
で
あ
る
と
考
え
る
。公
共
事
業
等
に

つ
い
て
は
、国
等
の
補
助
金
額
の
内
示
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、様
々
な
要
因
が
あ
り

繰
越
明
許
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

各
種
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
地
域
経

済
の
循
環
や
市
内
事
業
者
の
育
成
の
観
点

を
含
め
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
成
果
の
向

上
に
努
め
て
実
施
し
て
い
く
。

市
長

そ
の
他
の
質
問

市立高州保育所

繰
越
明
許
圧
縮
を

事
務
事
業
評
価
の
対
象
に

市
長

議
員

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

●次回の定例会は６月に開かれます。
　本会議・委員会ともに午前10時から開会となります。

傍聴日時：�議会は３月・６月・９月・12月に開催さ
れます。

傍聴場所：市役所の７階にあります。
※�議会傍聴で手話通訳または要約筆記を希望されるか
たは、傍聴希望日のおおむね14日前までに議会事
務局までお申し込みください。
　（☎048−930−7768）

月　日 曜日 会議別

６月３日 月
本会議

６月５日 水

６月６日 木 委員会

６月11日 火

本会議
（一般質問など）

６月12日 水

６月13日 木

６月14日 金

【令和元年６月定例会の予定表】
※�正式には、市
長の招集告示
を受け、議会
運営委員会を
経て、開会日
の本会議で決
定します。
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きらりとひかる田園都市みさと

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派 維新

議
　
案

1 三郷市道路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 三郷市道路線の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 三郷市道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

5 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 三郷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 三郷市こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 三郷市振り込め詐欺等の被害防止に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 平成30年度三郷市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 平成30年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 平成30年度三郷市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 平成31年度三郷市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

13 平成31年度三郷市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

14 平成31年度三郷市公共下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

15 平成31年度三郷市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

16 平成31年度三郷市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

17 平成31年度三郷市上水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

18 副市長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 副市長の選任について 同意 ○ ○ ○ △ ○ ○

議
員
提
出

20 三郷市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 県民投票の結果を尊重し、沖縄・辺野古基地建設を直ちに中止するこ
とを求める意見書 否決 × × × ○ × ×

22 消費税の10％への増税中止を求める意見書 否決 × × × ○ × ×

23 東海第二原子力発電所の再稼働と期間延長の撤回を求める意見書 否決 × × × ○ ○ ×

請
願
1 介護職員の処遇改善が必要である意見書を国に提出することを求め

る請願書 不採択 × × × ○ ○ ×

2 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意見
書を国に提出することを求める請願書 不採択 × × × ○ ○ ×

３月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対　△=棄権

※このほか報告４件が提出されました。

※会派の人数などは議案採決時のものです。また、議長は採決に加わっていません。

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ⑹ 岡庭　明、菊名　裕、市川　文雄、加藤　英泉、柳瀬　勝彦、
柴田　吾一

政志会⑸ 篠田　進、武居　弘治、佐藤　裕之、佐々木　修、
野村　浩之

公明党⑸ 中野　照夫（議長）、酒巻　宗一、鈴木　深太郎、佐藤　睦郎、
鳴海　和美

日本共産党⑷ 稲葉　春男、工藤　智加子、佐藤　智仁、深川　智加

市民派クラブ⑴ 村上　香代子

日本維新の会⑴ 渡邉　雅人

審議結果と賛否
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議会あれこれ

【陳情を受理】
○３月定例会では陳情４件を受理しました。

【全員協議会を開催】
○ ２月21日、三郷市南部地域拠点整備計画に

ついて協議しました。

【視察研修を行いました】
○�︎「21世紀クラブ」及び「日本維新の会」…１

月30日に鹿児島県霧島市の「タブレット議
会の運用」、31日に鹿児島市の「公共交通不
便地対策事業」、２月１日に姶良市の「姶良
市子育て基本条例」について。

○ 「政志会」…２月５日、６日に香川県高松市
の「高松丸亀町商店街再開発事業」、７日に
徳島県徳島市の「子育てほっとスペースす
きっぷ」について。

○�︎「公明党」…２月18日に兵庫県姫路市の「ま
もりんピック姫路」、19日に京都府長岡京
市の「バンビオ１番館（総合交流センタ
ー）」、20日に京都市の「京都市立京都御池
中学校・複合施設」について。

【他市からの行政視察がありました】
○ 「日本一の読書のまち推進事業（電子図書
館）」について…２月１日に富士見市議会
21・未来クラブ。

【議員の辞職及び所属会派変更】
○ ２月28日付で逢澤圭一郎議員（21世紀クラ

ブ）から、議員を辞職したい旨の辞職願が
提出されました。閉会中のため地方自治法
第126条ただし書きの規定により、同日、議
長がこれを許可しました。

○ ４月１日付で、渡邉雅人議員が、日本維新
の会から21世紀クラブに所属会派を変更
しました。

【議会に関する議案を可決】
○ 三郷市議会委員会条例の一部を改正する
条例…常任委員及び議会運営委員の任期
は２年となっていますが、任期満了前に改
選を実施できるように改正しました。
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請願第１号　介護職員の処遇改善が必要であ
る意見書を国に提出することを求める請願書
　　　　　　　　　
請願者　東京民医連労働組合健和会支部執行
委員長 小倉 喜子
審議結果　不採択

請願第２号　安全・安心の医療・介護の実現と
夜勤交替制労働の改善を求める意見書を国に
提出することを求める請願書　　　　　　　
　　
請願者　東京民医連労働組合健和会支部執行
委員長 小倉 喜子
審議結果　不採択

市民要望としての請願が３月定例会に、
２件提出されました。結果をお知らせし
ます。

議会へ議会へ
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環境に優しく高齢者が安心して
住めるみさと団地

無職　80代　彦成在住

　私は、みさと団地ができて間もな
く入居しました。その時は小学校も
中学校もできておらず、原っぱだっ
たので自分たちで整地して駐車場に
使ったりしていました。
　団地のなかには公園ももちろんあ
り、桜の木やイチョウなどの樹木も
いっぱいあり、環境が良かった団地
でした。しかし、ここ数年は木々が
切られ駐車場だらけで環境がすごく
悪くなっているように感じます。
　高齢者も増えて公共施設に行くの
も大変です。できれば、ミニバスが
団地の中を通って公共施設に行ける
ようになれば、高齢者の人たちに喜
ばれると思います。そんな私も現在
84歳です。

川の流れ
自営業　50代　新和在住

　三郷市は川に囲まれています。中
川、江戸川、大場川などたくさんの
川が通っています。昔は陸の孤島と
呼ばれていましたが、今は交通の便
が急速に発展し、もう、そのように
呼ばれることは無くなりました。た
だ、川があるということはその川を
渡らなければ、その先には行けませ
ん。そのため、橋によっては車が集
中し渋滞も頻発します。私は移動手
段が車なので、渋滞は少々困ります。
渋滞が一切無く、まるで川の流れの
ようにスイスイと進めたら、どんな
に心地のよいことでしょう。数年前、
新中川橋が新設され、中川を渡り八
潮市へ行くための経路の渋滞が解消
され、より便利になりました。とて
も嬉しく思います。
　今後は、新流山橋の完成が楽しみ
です。
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